
資料２
の番号

テーマ

1-1 働き方改革推進による生産性の向上と人材確保 ○ ○ ○ ○

2-1 ＩＣＴ・データを活用した，社会課題解決を担う人材育成の推進 ○ ○ ○

2-2 ＡＩ，ＩｏＴ等先端技術実装社会に対応した，人材育成からビジネス環境の整備，投資促進等総合的政策展開による関連産業集積 ○ ○

2-3 ものづくり産業を中心とした人材確保と生産性向上に向けた総合的支援 ○ ○ ○ ○

2-4 アグリテック推進による生産性の向上～生産性倍増を目指して～ ○ ○ ○ ○ ○

2-5 ＡＩやＩＣＴを利用したイノベーションをはじめとする新技術の導入促進による産業力強化 ○ ○ ○ ○ ○

2-6 震災復興後を見据えた，インバウンド誘客の加速化のための戦略的プロモーションと観光ビジネス創出のための地域連携体制の強化 ○ ○ ○ ○

2-7 インバウンドの誘客加速化による地域経済の活性化 ○ ○ ○ ○

2-8 仙台港周辺地域における賑わい創出 ○ ○ ○ ○

2-9 マーケットインによるみやぎの農畜産物の生産拡大～生産額倍増を目指して～ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2-10 県産農林水産物の更なるブランド化と国内外への魅力発信・販路拡大～「食材王国みやぎ」の推進～ ○ ○ ○ ○ ○

2-11 高付加価値化と認証制度の活用等による需要の拡大 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-1 地域コミュニティの再構築など復興後を見据えた地域の課題解決に向けた取組の方向性 ○ ○ ○ ○ ○

3-2 地域コミュニティの形成と自立化支援 ○ ○ ○ ○

3-3 農山漁村のなりわい創造～令和のむらづくり～ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-4 持続可能な水産業・林業の創造に向けた人材育成と地域づくり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-5 医療･福祉人材の育成・確保 ○ ○ ○ ○

3-6 困難を抱える県民をともに支える社会づくり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-7 誰もが活躍できる社会の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-8 子供の健康な体づくりの推進 ○ ○

3-9 切れ目ない支援体制構築に向けた特別支援教育の充実 ○ ○ ○

3-10 サイバーセキュリティ対策の充実 ○ ○ ○

4-1 気候変動の影響への適応策の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4-2 鳥獣保護管理対策 ○ ○ ○ ○ ○

4-3 復興後の宮城の発展と持続可能な県土づくりを支える社会基盤整備の推進 ○ ○ ○ ○

4-4 上工下水一体官民連携運営（みやぎ型管理運営方式）の実現 ○ ○ ○ ○

4-5 将来のみやぎの建設産業を担う人材の確保・育成 ○ ○ ○ ○
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　※　SDGsのゴールの「○」に二重下線が引かれているものは，政策課題提案シートの内容を踏まえ，震災復興政策課で追記したものです。

ＳＤＧｓのゴール別計

　令和元年度提案政策課題一覧のSDGsによる位置づけ 資料３

【ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）１７の目標解説】

目標１ 貧困をなくそう あらゆる場所のあらゆる形態の貧困に終止符を打つ

目標２ 飢餓をゼロに 飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、接続可能な農業を推進する

目標３ すべの人に健康と福祉を あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する

目標４ 質の高い教育をみんなに すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

目標５ ジェンダー平等を実現しよう ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る

目標６ 安全な水とトイレを世界中に すべての人に水と衛生へのアクセスと接続可能な管理を確保する

目標７ エネルギーをみんなに　そしてクリーンに すべての人々に手ごろで信頼でき、接続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する

目標８ 働きがいも経済成長も すべての人のための接続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用およびディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を推進する

目標９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 強靱なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、技術革新の拡大を図る

目標１０ 人や国の不平等をなくそう 国内および国家間の格差を是正する

目標１１ 住み続けられるまちづくりを 都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靱かつ持続可能にする

目標１２ つくる責任　つかう責任 持続可能な消費と生産のパターンを確保する

目標１３ 気候変動に具体的な対策を 気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る

目標１４ 海の豊かさを守ろう 海洋と海洋資源を接続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する

目標１５ 陸の豊かさも守ろう 陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る

目標１６ 平和と公正をすべての人に 持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべての人に司法へのアクセスを提供するとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する

目標１７ パートナーシップで目標を達成しよう 持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する


